
はじめに

おはようございます．田中です．
今はじめに「おはようございます」という

「あいさつ」をしましたが，今日は，この
「あいさつ」について少し話しをしたいと思
います．
「よりよい社会とは」というのが今日の大
きなテーマですが，「みんながあいさつする
のがよい社会である」とか，もちろんそうい
う話しではありません．たしかにきちんとあ
いさつできない人もいるので，あいさつでき
た方がよいことはよいと思いますが，そんな
小学生にするような話しをしようというので
はありません．「よりよい社会とは」という
大きなテーマとのつながりは，あとで少し説
明します．

背中に投げかけられる「あいさつ」

この「あいさつ」について，私はいつも困
惑するというか，居心地が悪いと感じること
があります．それは，例えばコンビニやスー
パーであれ，モールやデパートの売り場であ
れ，銀行などの窓口であれ，何か買い物をし
て支払いを済ませたり，手続きを済ませたり
してから，その場を立ち去ろうとするときの

ことです．そのようなときに，その場を立ち
去ろうとする私の背中に向かって，後ろから
「ありがとうございました」というあいさつ，
あるいはお礼を投げかれられるということが
よくあります．みなさんにも多分そういう経
験があるのではないかと思いますが，そのと
き私はどうしても困惑したり，居心地が悪い
と感じてしまいます．
なぜだと思いますか？
まず，あいさつというものは，基本的に一

対一で面と向かって交換するものなのだと思
います（これはとても重要なことで，今日の
大きなテーマと関係します）．ですから，背
中に向かって後ろからあいさつされると，私
としては，つい振り向いて（「どういたしま
して」と）あいさつを返さなければならない
という気持ちになってしまいます．
もちろん，実際にやったことはありません

が，本当に振り向いたら，きっと相手はびっ
くりしてしまうでしょうし，あるいは振り向
いたときにはもう背中を向けているかもしれ
ませんね．ですから，こちらとしては，振り
向きたい気持ちを抑え，何か後ろめたい気持
ちを抱えながら，「知らんぷり」をしてその
場を立ち去らなければならないわけです．こ
れが私が感じる困惑，居心地の悪さの中身で
す．頼むから，背中に向かってあいさつしな
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いで，といつも思っています．

合唱のような「あいさつ」

これと似ていますが少し違うのは，先ほど
の場合とは反対に，買い物や手続きのため
に，店舗や売り場などを訪れたときに起こる
あいさつの嵐でしょう．そう，あの「いらっ
しゃいませ」の大合唱です．
今や多くの銀行では，窓口の背後の広大な

バックヤードと人員を見えなくする（あるい
は本当に削減する）ようにしていますが，か
つて銀行の店舗に入ったとたんに，まるで
スーパーの特設の食品売り場かのように，
「いらっしゃいませ」の大合唱が響いてくる
というのは，とても違和感がありました．銀
行で，通りすがりの客（？）の注意を引く必
要があるとは思えないからです．そうはいっ
ても，ひとりひとりに「いや，どうも」と応
えて回るわけにもいきませんし，よく見ると
そもそもデスクワークをしたり，あらぬ方向
を向いたりしながら「いらっしゃいませ」と
言っている人も多くて，いったいだれにあい
さつしているのかなあ，という不思議な感覚
にとらわれました．
これは，はじめにだれかが「いらっしゃい

ませ」と言うと，連鎖的にみんなが言い始め
るだけで，別にだれかに言っているのではあ
りません．みんなが次々に言う「いらっしゃ
いませ」で，あたかもみんな一緒に頑張って
いるぞ，という感覚を共有しているのでしょ
う．
そう言えば，日本では，小学校のころか

ら，クラスのみんなが一緒に「おはようござ
います」「ありがとうございます」などと声
を合わせて合唱していませんでしたか？ た

しかにあいさつの宛先は一応は先生なのです
が，先生個人にあいさつをするという感覚で
はなかったと思います．それよりもみんなが
声を合わせる儀式のようなものですね．

宛先のあるコミュニケーション
──ひとりひとりをリスペクトする
「よりよい社会」の条件

さて，もう一昨年度ですが，2017年 4
月から1年間，ドイツのデュッセルドルフ
大学に客員教授として迎えてもらいました．
ドイツで暮らしてみると，はじめから分かっ
ていたことではありますが，今お話ししたよ
うな，あいさつに関わる困惑，居心地の悪さ
はまったく経験しませんでした．
あいさつというものは，基本的に一対一で

面と向かって交換するものという原則が守ら
れているので，背中にあいさつやお礼を投げ
かけられるということはありませんし，した
がって，振り向かなくていいのかなあなどと
感じることはまったくありません．もちろ
ん，店舗に入ったとたんに，あらぬ方向を向
きながら「いらっしゃいませ（Herzlich
willkommen!）」の合唱が起こるなどという
ことも絶対にありません．
微妙なのは，軽い別れのことば Tschuss

で，もちろん合唱にはなりませんが，少し歌
うような感じになることがあります．まあこ
れはイタリア語の Ciao とか，英語の Bye
も同じだと思いますが．
反対に言えば，あいさつをされたのに，そ

れを無視するとか知らん顔をするのはもって
のほかです．なぜなら，あいさつは日本のよ
うに宛先のない大勢のひとたちに一方的に投
げかけるものでは決してないからです．
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もし日本のように，あいさつが宛先のない
掛け声のようなものであれば，いちいち応え
ることなく知らん顔をしてもよいというか，
むしろそうしないといけません．しかしあい
さつがあくまではっきりとした宛先をもつ場
合には，それにしっかりと応答しなくてはな
りません．
さて，なぜ日本の場合は，あいさつ（一般

化すれば，コミュニケーション）が一対一で
面と向かって交換するものではなく，一方的
に投げかけたり，宛先がなくてむしろ仲間た
ちと合唱するようなものになってしまうので
しょうか？ そこにはさまざまな文化的・宗
教的な違いが横たわっていますし，よく考え
てみれば，いったいどちらがあいさつ（コミ
ュニケーション）の本来のあり方なのかとい
うことも，それほど自明ではありません．
したがって，あまり決めつけてももいけな

いのですが，それでもそこにはやはり根本的
な良し悪しの違いがあるように思います．そ
れはひとりひとりの人間にしっかりと注意を
向けるのか，それとも十把一絡げにしてしま
ったり，あるいはそもそも他者に注意を向け
るというよりも仲間内で盛り上がってしまう
のか，という違いです．ひとりひとりの人間

にしっかりと注意を向けて，宛先のはっきり
したあいさつ，さらにはコミュニケーション
をすることが，ひとりひとりの人間を大事に
したり，リスペクトする「よりよい社会」の
条件のひとつであることは，明らかだと思い
ます．
ところで，最近のみなさんが大好きな

SNS によるコミュニケーションは，もしか
すると，海外の場合も含めて，日本のあいさ
つやコミュニケーションと共通性があるかも
しれないという気がします．例えば，Twit-
ter での私の tweet は，原理的には，特定
のだれかに向けられた，宛先の明確なコミュ
ニケーションではありません．
だとすると，現代社会はコミュニケーショ

ンの可能性を爆発的に増大させました（それ
はもちろんよいことだと思います）が，それ
にもかかわらず，もしかすると「よりよい社
会」とは逆行しているのかもしれません．宛
先のないコミュニケーションの氾濫！ ここ
からは，もう今日の話しを越えてしまいます
ので，どこかの授業で話すことにしましょ
う．

（社会学部教授）
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